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災害共済給付制度とは、JSCと学校等の設置者との契約（災害共

済給付契約）により、学校等の管理下における児童生徒等の災害
（負傷、疾病、障害又は死亡）に対して災害共済給付（医療費、
障害見舞金又は死亡見舞金の支給）を行うもの。
その運営に要する経費を国、学校等の設置者及び保護者（同意

確認後）の三者で負担する互助共済制度。

令和４年度実績
加入者数 約１,５９５万人

（加入率約９５．１％）

災害発生件数 約８０万件
給付金額 約１４２億円

三者による互助共済制度

参考:令和５年度 災害共済給付ガイドより

災害共済給付制度の概要について
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3通知 「学校教育活動等における熱中症事故の防止について（依頼）」

通知全体はこちらから

学校安全ポータルサイト
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5事例 熱中症の給付事例

「障害見舞金」

「医療費」

体育の授業中、体育館でマット運動（ゆりかご→前転→後転→側転→好きな種目）
をしていた。すべてが終わった後、頭痛と吐き気がして具合が悪くなった。
傷病名:熱中症

夏季休業中の野球部の活動で、ランニングをしていてロードコースの半分を過ぎた
辺りでふらふらして倒れ、救急車で病院に搬送された。重症熱中症のため集中治療室
で治療され、６日後に意識が戻った。熱中症後遺症としての小脳機能異常により、複
視が残った。
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■チェック表で運動前の健康管理
継続的かつ定期的に運動前の健康状態や負傷・疾病の状態などを
記録させることによって児童生徒自身が自分
の健康状態を自覚して健康管理ができるよう
にしましょう。

「自ら考えて、熱中症から自分の身を守る行動をとるには・・・」

■無理をさせない（個人の条件を考慮する）
健康観察を行い、下痢、発熱、疲労など児童生徒等が心身に不調を
感じたら申し出て休むように習慣付け、無理をさせないようにしま
しょう。
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パンフレット「熱中症を予防しよう」、映像資料DVD 7
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※二次利用について
本資料を学校、幼稚園及び保育所等の様々な活動で使用することを目的とする場
合に限っては、コピー、送信、配布等のあらゆる非営利目的の利用が可能です。
その他の目的による複製、転載、引用等については、独立行政法人日本スポーツ
振興センター災害共済給付事業部調査課（電話　03-5410-9154）
までお問い合わせください。
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